
日立金属グループは，自動車，エレクトロニクス，産業イン

フラの3分野における高機能材料供給メーカーである強みを

生かし，現在の環境緊急課題である地球温暖化への対応と

して，製品製造時の温室効果ガスの排出削減，および製品

使用時における環境負荷の低減に寄与する環境適合製品の

拡大を，持続的成長に向けた事業戦略の大きな指針の一つ

に掲げて取り組んでいる。

2003年度からは「環境適合製品拡大・ロードマップ」を策定

し，2010年度における環境適合製品の売上高比率80％を

目標に活動を展開してきた。2006年度では目標64％に対し

て，69.1％を達成し，2008年度においても目標を達成する見

込みである。

1．はじめに

日立金属グループは，緊急課題である地球環境保護へ

の対応として，（1）環境関連規制・法の順守，業界自主行

動計画の順守，（2）環境に配慮した新製品・新技術の開発，

（3）現有プロセスのイノベーションによる環境適合製品の拡大，

モノづくりの環境負荷低減の3項目を事業戦略の大きな指針

として掲げ，地球環境保護に貢献することを，持続的成長へ

向けた大きな事業戦略として取り組んできた。

また，自動車，エレクトロニクス，産業インフラの3分野にお

ける高機能材料供給メーカーとして強みを持つことから，製品

製造時の温室効果ガスの排出削減，および製品使用時にお

ける安全性，快適性，省エネルギー，省資源，ゼロエミッショ

ン，高効率化，小型・軽量化，ならびにリサイクル容易性など
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図1 日立金属グループの環境適合製品例
環境適合製品とは，「製造段階での環境負荷が小さな製品」，「使用時の環境負荷が小さな製品」や「地球環境へ貢献する機能を有する製品」の中で，環境適合設
計アセスメントでの評価点が基準以上の製品である。環境適合設計アセスメントでは，（1）素材，（2）有害物質，（3）製造段階（エネルギー，資源），（4）製造段階（エ
ミッション），（5）使用段階（エネルギー，資源），（6）使用段階（エミッション），（7）廃棄段階，（8）情報提供の8項目を製品ごとに評価する。
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に優れた，環境負荷の低減に寄与する環境適合製品の拡大

に積極的に取り組んできた（図1参照）。2003年度からは中期

計画「環境適合製品拡大・ロードマップ」を策定し，2010年度

における環境適合製品の売上高を全体売上高比率80％とす

ることを目標に（図2参照），地球環境へ対応した新製品開

発や製造段階での環境配慮などの活動を展開している。

ここでは，高機能材料における環境適合製品として，自動

車，産業インフラ分野における地球温暖化防止に大きく貢献

する自動車用排気系耐熱材料と配電盤変圧器用アモルファ

ス合金材料の戦略事例について述べる。

2．環境適合製品の事例

2.1 自動車用排気系耐熱材料
「ハーキュナイト（HERCUNITE）」

世界的に自動車の環境規制値は2010年ごろにはきわめて

厳しいレベルに到達し，地球温暖化対策のための自動車の

CO2排出量低減，すなわち燃費規制という段階へ移行してお

り，日本・米国・欧州ともに2012年から2020年にかけて，燃費

を現状から約30％下げることを目標に，燃費基準に関する法

案が整備されつつある。これら一連の規制に対応するために，

自動車メーカーは従来の排出ガス浄化技術の開発だけでな

く，燃費低減のための新技術の開発を積極的に推進している。

ガソリンエンジンの燃費を低減するための開発方針は大き

く二つあり，一つはエンジンの小型化，もう一つは新燃焼技

術の開発である。欧州では，低燃費化と高出力化を両立さ

せるためにエンジンの小排気量化（小型化）を図り，ターボ

チャージャの搭載が進んできている。一方，開発中の新燃焼

技術では，いわゆるガソリン冷却から理論空燃比での完全燃

焼を基本とした技術へ移行することにより，排出ガス温度は

1,000℃を超え，高排温対応の排気系部材が必要になってき

ている。

このような市場環境において，自動車メーカーやターボ

チャージャメーカーに向けて環境適合製品を開発・供給できる

メーカーとして，新規に開発されるエンジンの高い排出ガス温

度に耐えられる独自の耐熱材料を持ち，その材料特性を生

かした最適な形状設計技術と量産技術を有する必要がある。

小型・軽量化されたエンジンに搭載されるターボチャージャ

のハウジングや，このハウジングと排気マニホールドとの一体

化製品「マニターボ（MANITURBO）」などの排気系部品には，

形状自由度が大きく，耐熱性がある鋳造品が適している。

日立金属グループは，これら排気系部品に適した耐熱材

料として，1,050℃までの排出ガス温度に対して優れた耐酸

化性，耐熱変形性および耐熱き裂性を有する「ハーキュナイト

（HERCUNITE）」シリーズを開発し，実用化してきた（図3参照）。

一方，顧客から要求される使用条件に対して，最適形状

を短納期で提案するために，排気系部品の設計・評価ノウハ

ウをベースに短納期開発システムを構築し，従来は半年以上

費やしていた排気系部品の開発期間を最短3か月にまで短

縮した。さらに，10年以上の安定した生産実績を持つ減圧鋳

造技術（HMRAC-Ⅱ）の独自開発により，肉厚2.5 mmという超

薄肉の耐熱鋳鋼製排気マニホールドや「マニターボ」の量産

も可能にした。

これらの技術を駆使して生産された製品は，従来品と比較

して排気系部品において約30％の軽量化（当社比）と優れた

耐久性を実現し，高性能エンジンの燃費向上とCO2排出量低

減に貢献する環境に配慮した製品として数多くの自動車に
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図2 環境適合製品拡大・ロードマップ
新製品開発段階において，製品ならびに製造段階での環境負荷の低減を評
価する必要がある。
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図3 自動車用排気系耐熱材料「ハーキュナイト（HERCUNITE）」シリーズ
日立金属グループが保有する排気系部品用耐熱材料を示す。ディーゼルエン
ジン，ガソリンエンジン用として耐熱鋳鉄および耐熱鋳鋼をシリーズ化している。



82

Vol.90 No.05 460-461

2008.05

日立グループの地球環境戦略

採用されている（図4参照）。

2.2 変圧器用アモルファス合金材料「Metglas※）2605SA1」

アモルファス合金を鉄心に使用した変圧器は，高効率・低

損失の特性を持ち，無負荷損（いわゆる待機電力に相当）削

減により，温室効果ガス削減に貢献する機器として注目され

ている。従来の方向性電磁鋼板変圧器に比べ，鉄心から発

生する無負荷損が ～ 程度になると言われている（図5

参照）。

日立金属グループのアモルファス合金薄帯「Metg l a s

2605SA1」は，方向性電磁鋼板との鉄損比較において優れた

特性を示す変圧器鉄心用材料である（図6参照）。

アモルファス変圧器を含む高効率変圧器への更新による

地球温暖化ガス削減効果については，日本において年間

940万MT CO2eq（Equivalent）程度が削減できる可能性があ

り〔参考文献 1）などに基づく当社試算〕，これは近年の日本

における総排出量の0.8％前後に相当する。

日立金属グループでは，今後，有望産業として成長の見

込まれるエネルギー分野に着目し，アモルファス合金事業の

強化を目的として，2003年にハネウェル社（Honeywell Inter-

national Inc.）のMetglas部門を買収した。目下，実質的なオン

リーワンサプライヤーとして，日本を含むグローバルマーケット

に変圧器用アモルファス合金材料を供給している。現在，生

産体制は日本の安来工場と米国Metglas社の2拠点で年産約

5万tの能力を持ち，全世界をカバーしている。

1980年代に米国で実用化されたアモルファス変圧器は，

1990年代に入り，日本でも一定の普及を遂げた。近年では，

特に中国，インドなど急速な経済成長を続けながら同時に持

1
5

1
3

続的発展の道を模索する国々で，環境面のみならず電力エ

ネルギーの効率的利用のツールとしても着目されていることか

ら，2006年ごろから需要が急伸し，日本を上回る規模の市

場となっている。また，米国では配電用変圧器の効率に関す

る規格が改訂され，日本のトップランナー制度と同様に強制

力を持った制度として2010年1月から適用されることになって

おり，さらなる高効率化が求められるなど，需要は拡大する傾

向にある。

また，配電網高効率化による温室効果ガス削減効果をね

らった国際連合の小規模CDM（Clean Development

Mechanism）方法論2）がすでに確立しており，さらに，株式会

社日立産機システムが申請したアモルファス変圧器による配

電網高効率化のCDM方法論も承認された3）。両方が共に活
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図6 アモルファス合金「Metglas 2605SA1」と方向性電磁鋼板の鉄損
特性

Metglas 2605SA1は，方向性電磁鋼板に比べて鉄損が ～ に低減される。1
5

1
3

図5 アモルファス変圧器とアモルファス合金薄帯
アモルファス変圧器（上）とアモルファス合金薄帯（下）の外観を示す。アモル
ファス合金薄帯「Metglas 2605SA1」は変圧器の鉄心材料として使用される（写
真提供：株式会社日立産機システム）。

図4 BorgWarner Turbo＆ Emissions Systems社納め「マニターボ
（MANITURBO）」

小型高性能ガソリンエンジン用のマニターボの外観を示す。このマニターボは
エンジンの小型化および低燃費化に貢献する。

※）MetglasはMetglas，Inc.の登録商標である。
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3．おわりに

ここでは，高機能材料における環境適合製品として，自動

車，産業インフラ分野における地球温暖化防止に貢献する自

動車用排気系耐熱材料と配電盤変圧器用アモルファス合金

材料について述べた。

日立金属グループは，環境側面からも各製品の事業戦略

を策定し，環境適合製品の拡大に努めている。2006年度の

環境適合製品の売上高比率は69.1％と，目標であった64％

を達成している。2010年度の目標80％も達成する見込みで

ある（図7参照）。

これからも，地球環境に配慮した新たな価値を生み出す新

製品・新事業の創出を通じ，高品位の環境適合製品の拡大

を図ることによって未来の社会を支えるとともに，持続的な成

長をめざしていく。

用されることが期待されている。

今後は変圧器材料以外への応用を通じ，さらなる電気エ

ネルギーの効率的利用，ならびにそれを通じた地球温暖化の

抑止に貢献することをめざしていく。
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図7 日立金属グループの環境適合製品の売上高比率の推移
2010年度における環境適合製品の売上高比率80％をめざしている。




